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躍
動
の
国
イ
ン
ド

　
２
０
１
２
年
は
、
日
本
と
イ
ン
ド
に
と
っ

て
特
別
な
年
だ
。「
日
印
国
交
樹
立
60
周
年
」。

１
９
４
７
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
を
果
た

し
、
日
本
と
国
交
を
結
ん
だ
の
が
１
９
５
２

年
。
そ
れ
か
ら
60
年
―
。
日
本
と
イ
ン
ド
は
、

ア
ジ
ア
の
成
長
を
担
う
存
在
と
し
て
、
共
に

歩
み
を
進
め
て
き
た
。

　
イ
ン
ド
と
聞
く
と
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
を
抱
く
だ
ろ
う
か
。
色
鮮
や
か
な
サ
リ
ー
、

ス
パ
イ
ス
の
効
い
た
カ
レ
ー
、
神
秘
的
な
タ

ー
ジ
・
マ
ハ
ル
、Ｉ
Ｔ
産
業
…
。
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
、
そ
の
顔
は
多
種
多
様
。
一
方
で
、
日

本
か
ら
観
光
で
訪
れ
る
人
も
多
く
、〝
ア
ジ
ア
〞

の
一
員
と
し
て
、
身
近
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

　
し
か
し
ど
こ
か
、
イ
ン
ド
は
ア
ジ
ア
の
他

の
国
々
と
は
一
線
を
画
す
。
よ
く
耳
に
す
る

「
好
き
に
な
る
か
、嫌
い
に
な
る
か
ど
ち
ら
か
」

と
い
う
言
葉
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

イ
ン
ド
に
は
独
特
の
魅
力
、〝
味
〞
が
あ
る
の

だ
。

成
長
の
裏
側
で

直
面
す
る
課
題

日
本
の
強
み
を
生
か
し
た

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み

イ
ン
ド
の
多
様
性
と

成
長
の
可
能
性

特集
躍動の国インド

　
面
積
は
日
本
の
約
９
倍
、
約
３
３
０
万
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
北
部
と
南
部
、
州
に
よ

っ
て
、
言
葉
も
食
べ
物
も
、
気
候
も
ま
っ
た

く
違
う
。
さ
ら
に
、
12
億
人
と
い
う
民
主
主

義
国
と
し
て
は
世
界
最
大
の
人
口
を
抱
え
る
。

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
以
降
、
国
際
社
会
の

支
援
を
受
け
つ
つ
、
イ
ン
ド
政
府
自
ら
主
体

的
に
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
１
９
９
１
年
の
経
済
危
機
を
経
て
、
イ
ン

ド
政
府
が
取
り
組
ん
だ
の
は
大
規
模
な
経
済

改
革
。
規
制
緩
和
や
外
貨
の
導
入
な
ど
を
通

じ
て
、
経
済
自
由
化
政
策
を
推
進
し
た
。
そ

の
結
果
、
80
年
代
は
５
％
台
、
91
年
の
経
済

危
機
後
に
は
１
・
４
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ

経
済
成
長
率
が
、
90
年
代
後
半
に
は
６
％
台

に
上
昇
。
そ
の
後
、
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て

も
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

　「
イ
ン
ド
の
魅
力
は
な
ん
と
い
っ
て
も
〝
人
〞。

こ
の
一
言
に
尽
き
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
株

式
会
社
イ
ン
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
セ
ン
タ
ー
の

島
田
卓
代
表
取
締
役
社
長
。
銀
行
員
時
代
の

駐
在
を
機
に
イ
ン
ド
の
〝
可
能
性
〞
に
魅
せ

ら
れ
、
退
職
後
に
イ
ン
ド
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

特
化
し
た
同
社
を
設
立
。
そ
の
〝
市
場
〞
に

い
ち
早
く
目
を
付
け
、
日
本
企
業
の
進
出
を

サ
ポ
ー
ト
し
続
け
て
い
る
。「
世
界
的
な
企
業

の
代
表
者
を
見
て
も
イ
ン
ド
の
出
身
者
が

多
い
。
実
際
に
イ
ン
ド
の
人
た
ち
と
仕
事
を

し
て
み
て
も
、
彼
ら
は
非
常
に
優
秀
。
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
対
す
る
プ
ロ
意
識
は
、

並
大
抵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
す
。
そ
ん

な
優
秀
な
人
材
に
支
え
ら
れ
、
２
０
１
２
年

の
経
済
成
長
率
は
６
％
前
後
に
な
る
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。

約
12
億
人
―
。

世
界
第
２
位
の
人
口
を
擁
す
る
イ
ン
ド
で
暮
ら
す
人
の
数
だ
。

そ
の
人
々
が
持
つ
パ
ワ
ー
に
後
押
し
さ
れ
、近
年
の
経
済
成
長
は
目
覚
ま
し
い
。

一
度
訪
れ
る
と
、誰
も
が
そ
の
不
思
議
な
魅
力
に
心
を
奪
わ
れ
る
国
イ
ン
ド
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ア
ジ
ア
の
発
展
を
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

イ
ン
ド
の
成
長
を
持
続
的
な
発
展
へ
と
導
く
べ
く
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
か
ら
人
材
育
成
ま
で
幅
広
い
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

　 

し
か
し
、
そ
の
輝
か
し
い
成
長
の
裏
側
で

は
、
イ
ン
ド
の
別
の
課
題
が
垣
間
見
え
る
。

都
市
部
で
慢
性
化
し
て
い
る
交
通
渋
滞
や
大

気
汚
染
、
今
年
の
夏
に
北
部
を
襲
っ
た
大
規

模
停
電
、
上
下
水
道
の
未
整
備
…
。
拡
大
す
る

人
口
と
経
済
成
長
に
、
人
々
の
生
活
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。「
投

資
先
と
し
て
イ
ン
ド
に
注
目
し
て
い
る
日
本
企

業
に
と
っ
て
も
、
イ
ン
フ
ラ
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
ま
す
」
と
島
田
社
長
。
２
０
１
１
年
11
月

時
点
で
、
イ
ン
ド
に
進
出
し
て
い
る
日
本
企

業
は
８
１
２
社
１
４
２
２
拠
点
。
そ
の
数
は

約
４
年
で
２
倍
近
い
伸
び
を
見
せ
て
い
る
が
、

「
イ
ン
フ
ラ
が
整
え
ば
、
ま
だ
ま
だ
進
出
の
可

能
性
は
あ
る
」
と
い
う
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
、
イ
ン
ド
で
深
刻
化
し

て
い
る
の
が
若
者
の
雇
用
問
題
だ
。「
今
、
ま

さ
に
イ
ン
ド
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
〝
雇

用
を
生
む
力
〞
で
す
。
そ
れ
こ
そ
、
日
本
が

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
じ
て
貢
献
で
き
る
部
分

で
す
」
と
島
田
社
長
は
強
調
す
る
。
さ
ら
に
、

経
済
成
長
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

い
ま
だ
地
方
部
を
中
心
に
広
が
る
約
３
・
５

億
人
の
貧
困
層
。
今
の
成
長
を
国
全
体
の
着

実
な
発
展
へ
と
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
貧
困

層
の
生
計
向
上
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

　
長
い
歴
史
の
中
で
、
共
に
友
好
関
係
を
深

め
て
き
た
日
本
と
イ
ン
ド
。
近
年
は
特
に
、

ア
ジ
ア
の
成
長
を
け
ん
引
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
関
係
性
を
深
め
て

い
る
。
06
年
に
は「
日
印
戦
略
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
結
び
、
ア
ジ
ア
の
み

な
ら
ず
、
国
際
的
な
課
題
解
決
に
も
共
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
で
合
意
。
２
０
１
１
年
12
月
に

は
、「
国
交
樹
立
60
周
年
を
迎
え
る
日
イ
ン

ド
戦
略
的
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
強
化
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
中
で
、
イ

ン
ド
の
発
展
を
ア
ジ
ア
の
持
続
的
な
成
長
に

つ
な
げ
る
べ
く
、
日
本
政
府
は
イ
ン
ド
国
内

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
中
心
と
し
た
支
援
の
強

化
を
表
明
し
て
い
る
。

　
今
、
イ
ン
ド
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
目
指
す
の
は
、

イ
ン
ド
政
府
が
開
発
戦
略
と
し
て
掲
げ
る
①

「Faster Grow
th

」（
経
済
成
長
の
持
続
的
発

展
）
と
②「Inclusive Grow

th

」（
格
差
・
不

均
衡
の
是
正
）の
両
立
に
向
け
た
支
援
。
①
に

対
し
て
は
、
円
借
款
を
主
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
交
通
な
ど
の
経
済
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
を
、
②
に
対
し
て
は
、
農
村
部
の
生
計

向
上
や
基
礎
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に

地
球
規
模
の
課
題
で
あ
る
気
候
変
動
対
策
の

一
環
と
し
て
、
水
質
・
水
資
源
の
管
理
、
森

林
保
全
な
ど
も
積
極
的
に
推
進
。
最
近
で
は
、

日
本
国
内
の
大
学
や
自
治
体
と
も
連
携
を
深

め
な
が
ら
、
協
力
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
幅
を
広

げ
て
い
る
。

　
今
ま
さ
に
、
変
化
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る

躍
動
の
国
イ
ン
ド
。
そ
の
さ
ら
な
る
発
展
は
、

日
本
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
新
た
な
ス
テ

ー
ジ
を
迎
え
て
い
る
。

編集協力：島田 卓　
　　　　　株式会社インド・ビジネス・センター代表取締役社長

特
集

photos by Osamu Funao

0

2

6

4

8

12
（%） （百億円）

10

0

（年）

20

60

40

80

100

1990 1995 2000 2005 2011

120

※日本企業が出資し、日本人が駐在している企業

2008年1月　約438社

2011年11月　約812社（1,422拠点）
・ニューデリー（149）
・マハラーシュトラ州（218）
・タミルナドゥ州（286） ほか

円借款

無償資金協力
（2010年度実績）

2億円
（ポリオワクチン供与、病院建設など）

技術協力
（2010年度実績）

17億円
（製造業経営幹部育成、高速道路開発、
 下水道維持管理など）

青年海外協力隊
（2012年10月現在）

11人
（日本語教師）

5件
（農村開発、女性自立支援など）

インドの経済成長率と対日本輸出入額

44%

23%

21%

8%

3% 1%

日本企業の進出数※

JICAの支援

草の根技術協力事業
（2012年10月現在）

■ 運輸

■ 電力

■ 上下水道・衛生

■ 植林・森林保全

■ 農村開発・かんがい

■ その他

約4年で
2倍近くに

INDIA

●自然災害の減災と復旧のための
　情報ネットワーク構築に関する研究

●ハリヤナ州送変電網整備事業

●学際的研究交流を通じた
　インド工科大学ハイデラバード校
　キャンパスデザイン支援プロジェクト

●インド工科大学ハイデラバード校
　日印産学研究ネットワーク構築支援プロジェクト

ハイデラバード

ニューデリー

チェンナイ

●オリッサ州森林セクター開発事業
ムンバイ

▶8ページ

●チェンナイ地下鉄建設事業

▶12ページ

●マハラーシュトラ州プネー県における
　農村地域住民のエンパワーメント強化と
　女性の地位向上事業
 （NPO法人ICA文化事業協会）

▶16ページ

▶16ページ

C H I N A

NEPAL

PAKISTAN

AFGHANISTAN

BHUTAN

BANGLADESH

MYANMAR

ORISSA

HARYANA

●多角的資源活用農法（DIFS）を通した
　農地利用と集水地域保全普及－
　発展型地域住民主導マイクロウォーター
　シェッド・マネージメント（認定NPO法人ソムニード）

マハラーシュトラ州

●北インドの農村栄養と母子保健改善プロジェクト
 （NPO法人アーシャ＝アジアの農民と歩む会）

▶16ページ

▶8ページ

▶14ページ

オリッサ州

ANDHRA PRADESH

MAHARASHTRA

SRI  LANKA

アーンドラ・プラデシュ州

スリカクラム県

ウッタル・プラデシュ州

アラハバード県

UTTAR 
PRADESH

ハリヤナ州

約1.7
兆円

2000年以降承諾累計：約1.7兆円

2011年度実績：2,669億円（承諾）
　　　　　　　 1,392億円（貸付実行）

プネー県

インドで注目！ JICAの取り組み

TAMIL
NADU

輸入
輸出
経済成長率（実質GDP成長率）
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動
の
国
イ
ン
ド

　
２
０
１
２
年
は
、
日
本
と
イ
ン
ド
に
と
っ

て
特
別
な
年
だ
。「
日
印
国
交
樹
立
60
周
年
」。

１
９
４
７
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
を
果
た

し
、
日
本
と
国
交
を
結
ん
だ
の
が
１
９
５
２

年
。
そ
れ
か
ら
60
年
―
。
日
本
と
イ
ン
ド
は
、

ア
ジ
ア
の
成
長
を
担
う
存
在
と
し
て
、
共
に

歩
み
を
進
め
て
き
た
。

　
イ
ン
ド
と
聞
く
と
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
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を
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。
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、
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、
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ば
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ほ
ど
、
そ
の
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は
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種
多
様
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一
方
で
、
日

本
か
ら
観
光
で
訪
れ
る
人
も
多
く
、〝
ア
ジ
ア
〞

の
一
員
と
し
て
、
身
近
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

　
し
か
し
ど
こ
か
、
イ
ン
ド
は
ア
ジ
ア
の
他

の
国
々
と
は
一
線
を
画
す
。
よ
く
耳
に
す
る

「
好
き
に
な
る
か
、嫌
い
に
な
る
か
ど
ち
ら
か
」

と
い
う
言
葉
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

イ
ン
ド
に
は
独
特
の
魅
力
、〝
味
〞
が
あ
る
の

だ
。

成
長
の
裏
側
で

直
面
す
る
課
題

日
本
の
強
み
を
生
か
し
た

Ｊ
Ｉ
Ｃ
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の
取
り
組
み

イ
ン
ド
の
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性
と

成
長
の
可
能
性

特集
躍動の国インド
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日
本
の
約
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倍
、
約
３
３
０
万
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
北
部
と
南
部
、
州
に
よ

っ
て
、
言
葉
も
食
べ
物
も
、
気
候
も
ま
っ
た

く
違
う
。
さ
ら
に
、
12
億
人
と
い
う
民
主
主

義
国
と
し
て
は
世
界
最
大
の
人
口
を
抱
え
る
。

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
以
降
、
国
際
社
会
の

支
援
を
受
け
つ
つ
、
イ
ン
ド
政
府
自
ら
主
体

的
に
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
１
９
９
１
年
の
経
済
危
機
を
経
て
、
イ
ン

ド
政
府
が
取
り
組
ん
だ
の
は
大
規
模
な
経
済

改
革
。
規
制
緩
和
や
外
貨
の
導
入
な
ど
を
通

じ
て
、
経
済
自
由
化
政
策
を
推
進
し
た
。
そ

の
結
果
、
80
年
代
は
５
％
台
、
91
年
の
経
済

危
機
後
に
は
１
・
４
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ

経
済
成
長
率
が
、
90
年
代
後
半
に
は
６
％
台

に
上
昇
。
そ
の
後
、
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て

も
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

　「
イ
ン
ド
の
魅
力
は
な
ん
と
い
っ
て
も
〝
人
〞。

こ
の
一
言
に
尽
き
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
株

式
会
社
イ
ン
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
セ
ン
タ
ー
の

島
田
卓
代
表
取
締
役
社
長
。
銀
行
員
時
代
の

駐
在
を
機
に
イ
ン
ド
の
〝
可
能
性
〞
に
魅
せ

ら
れ
、
退
職
後
に
イ
ン
ド
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

特
化
し
た
同
社
を
設
立
。
そ
の
〝
市
場
〞
に

い
ち
早
く
目
を
付
け
、
日
本
企
業
の
進
出
を

サ
ポ
ー
ト
し
続
け
て
い
る
。「
世
界
的
な
企
業

の
代
表
者
を
見
て
も
イ
ン
ド
の
出
身
者
が

多
い
。
実
際
に
イ
ン
ド
の
人
た
ち
と
仕
事
を

し
て
み
て
も
、
彼
ら
は
非
常
に
優
秀
。
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
対
す
る
プ
ロ
意
識
は
、

並
大
抵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
す
。
そ
ん

な
優
秀
な
人
材
に
支
え
ら
れ
、
２
０
１
２
年

の
経
済
成
長
率
は
６
％
前
後
に
な
る
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。

約
12
億
人
―
。

世
界
第
２
位
の
人
口
を
擁
す
る
イ
ン
ド
で
暮
ら
す
人
の
数
だ
。

そ
の
人
々
が
持
つ
パ
ワ
ー
に
後
押
し
さ
れ
、近
年
の
経
済
成
長
は
目
覚
ま
し
い
。

一
度
訪
れ
る
と
、誰
も
が
そ
の
不
思
議
な
魅
力
に
心
を
奪
わ
れ
る
国
イ
ン
ド
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ア
ジ
ア
の
発
展
を
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

イ
ン
ド
の
成
長
を
持
続
的
な
発
展
へ
と
導
く
べ
く
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
か
ら
人
材
育
成
ま
で
幅
広
い
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

　 

し
か
し
、
そ
の
輝
か
し
い
成
長
の
裏
側
で

は
、
イ
ン
ド
の
別
の
課
題
が
垣
間
見
え
る
。

都
市
部
で
慢
性
化
し
て
い
る
交
通
渋
滞
や
大

気
汚
染
、
今
年
の
夏
に
北
部
を
襲
っ
た
大
規

模
停
電
、
上
下
水
道
の
未
整
備
…
。
拡
大
す
る

人
口
と
経
済
成
長
に
、
人
々
の
生
活
を
支
え
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。「
投

資
先
と
し
て
イ
ン
ド
に
注
目
し
て
い
る
日
本
企

業
に
と
っ
て
も
、
イ
ン
フ
ラ
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
ま
す
」
と
島
田
社
長
。
２
０
１
１
年
11
月

時
点
で
、
イ
ン
ド
に
進
出
し
て
い
る
日
本
企

業
は
８
１
２
社
１
４
２
２
拠
点
。
そ
の
数
は

約
４
年
で
２
倍
近
い
伸
び
を
見
せ
て
い
る
が
、

「
イ
ン
フ
ラ
が
整
え
ば
、
ま
だ
ま
だ
進
出
の
可

能
性
は
あ
る
」
と
い
う
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
、
イ
ン
ド
で
深
刻
化
し

て
い
る
の
が
若
者
の
雇
用
問
題
だ
。「
今
、
ま

さ
に
イ
ン
ド
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
〝
雇

用
を
生
む
力
〞
で
す
。
そ
れ
こ
そ
、
日
本
が

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
じ
て
貢
献
で
き
る
部
分

で
す
」
と
島
田
社
長
は
強
調
す
る
。
さ
ら
に
、

経
済
成
長
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

い
ま
だ
地
方
部
を
中
心
に
広
が
る
約
３
・
５

億
人
の
貧
困
層
。
今
の
成
長
を
国
全
体
の
着

実
な
発
展
へ
と
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
貧
困

層
の
生
計
向
上
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

　
長
い
歴
史
の
中
で
、
共
に
友
好
関
係
を
深

め
て
き
た
日
本
と
イ
ン
ド
。
近
年
は
特
に
、

ア
ジ
ア
の
成
長
を
け
ん
引
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
関
係
性
を
深
め
て

い
る
。
06
年
に
は「
日
印
戦
略
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
結
び
、
ア
ジ
ア
の
み

な
ら
ず
、
国
際
的
な
課
題
解
決
に
も
共
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
で
合
意
。
２
０
１
１
年
12
月
に

は
、「
国
交
樹
立
60
周
年
を
迎
え
る
日
イ
ン

ド
戦
略
的
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
強
化
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
中
で
、
イ

ン
ド
の
発
展
を
ア
ジ
ア
の
持
続
的
な
成
長
に

つ
な
げ
る
べ
く
、
日
本
政
府
は
イ
ン
ド
国
内

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
中
心
と
し
た
支
援
の
強

化
を
表
明
し
て
い
る
。

　
今
、
イ
ン
ド
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
目
指
す
の
は
、

イ
ン
ド
政
府
が
開
発
戦
略
と
し
て
掲
げ
る
①

「Faster Grow
th

」（
経
済
成
長
の
持
続
的
発

展
）
と
②「Inclusive Grow

th

」（
格
差
・
不

均
衡
の
是
正
）の
両
立
に
向
け
た
支
援
。
①
に

対
し
て
は
、
円
借
款
を
主
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
交
通
な
ど
の
経
済
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
を
、
②
に
対
し
て
は
、
農
村
部
の
生
計

向
上
や
基
礎
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に

地
球
規
模
の
課
題
で
あ
る
気
候
変
動
対
策
の

一
環
と
し
て
、
水
質
・
水
資
源
の
管
理
、
森

林
保
全
な
ど
も
積
極
的
に
推
進
。
最
近
で
は
、

日
本
国
内
の
大
学
や
自
治
体
と
も
連
携
を
深

め
な
が
ら
、
協
力
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
幅
を
広

げ
て
い
る
。

　
今
ま
さ
に
、
変
化
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る

躍
動
の
国
イ
ン
ド
。
そ
の
さ
ら
な
る
発
展
は
、

日
本
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
新
た
な
ス
テ

ー
ジ
を
迎
え
て
い
る
。

編集協力：島田 卓　
　　　　　株式会社インド・ビジネス・センター代表取締役社長
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※日本企業が出資し、日本人が駐在している企業

2008年1月　約438社

2011年11月　約812社（1,422拠点）
・ニューデリー（149）
・マハラーシュトラ州（218）
・タミルナドゥ州（286） ほか

円借款

無償資金協力
（2010年度実績）

2億円
（ポリオワクチン供与、病院建設など）

技術協力
（2010年度実績）

17億円
（製造業経営幹部育成、高速道路開発、
 下水道維持管理など）

青年海外協力隊
（2012年10月現在）

11人
（日本語教師）

5件
（農村開発、女性自立支援など）

インドの経済成長率と対日本輸出入額

44%

23%

21%

8%

3% 1%

日本企業の進出数※

JICAの支援

草の根技術協力事業
（2012年10月現在）

■ 運輸

■ 電力

■ 上下水道・衛生

■ 植林・森林保全

■ 農村開発・かんがい

■ その他

約4年で
2倍近くに

INDIA

●自然災害の減災と復旧のための
　情報ネットワーク構築に関する研究

●ハリヤナ州送変電網整備事業

●学際的研究交流を通じた
　インド工科大学ハイデラバード校
　キャンパスデザイン支援プロジェクト

●インド工科大学ハイデラバード校
　日印産学研究ネットワーク構築支援プロジェクト

ハイデラバード

ニューデリー

チェンナイ

●オリッサ州森林セクター開発事業
ムンバイ

▶8ページ

●チェンナイ地下鉄建設事業

▶12ページ

●マハラーシュトラ州プネー県における
　農村地域住民のエンパワーメント強化と
　女性の地位向上事業
 （NPO法人ICA文化事業協会）

▶16ページ

▶16ページ

C H I N A

NEPAL

PAKISTAN

AFGHANISTAN

BHUTAN

BANGLADESH

MYANMAR

ORISSA

HARYANA

●多角的資源活用農法（DIFS）を通した
　農地利用と集水地域保全普及－
　発展型地域住民主導マイクロウォーター
　シェッド・マネージメント（認定NPO法人ソムニード）

マハラーシュトラ州

●北インドの農村栄養と母子保健改善プロジェクト
 （NPO法人アーシャ＝アジアの農民と歩む会）

▶16ページ

▶8ページ

▶14ページ

オリッサ州

ANDHRA PRADESH

MAHARASHTRA

SRI  LANKA

アーンドラ・プラデシュ州

スリカクラム県

ウッタル・プラデシュ州

アラハバード県

UTTAR 
PRADESH

ハリヤナ州

約1.7
兆円

2000年以降承諾累計：約1.7兆円

2011年度実績：2,669億円（承諾）
　　　　　　　 1,392億円（貸付実行）

プネー県

インドで注目！ JICAの取り組み

TAMIL
NADU

輸入
輸出
経済成長率（実質GDP成長率）
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